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一般社団法人IPoE協議会

名称

本会は正式名称を「一般社団法人 IPoE協議会（英名

IPoE Council）」とし、略称を「IPoE-C」とする。

設立趣意

当法人は、インターネットを国民のための高度情報通信

ネットワーク社会基盤と捉え、東日本電信電話株式会

社・西日本電信電話株式会社が提供するインターネット

接続サービス「フレッツ光」のIPv6 IPoEをはじめ、各

種インターネットアクセス基盤を活用して日本における

インターネットの普及拡大をはかり、IPv6の利用を促進

することにより、国民が利用しやすい環境を形成するた

めの諸事業を行い、新しい生活と産業の具現化に資する

ことを目的とする。

IPoE-C活動内容

1. IPv6インターネット接続機能（IPv6 IPoE方

式）（以下「IPoE機能」という。）の活用

による日本のインターネット普及と利用促進

に係る諸事業の企画、立案および実施

2. IPoE機能を活用した諸事業に関する啓発・

広報活動

3. 日本のインターネット普及推進に向けた政策

提言活動

4. その他、協議会の目的を達成するために必要

な活動

設立 2020年6月9日

注：2018年3月から任意団体で活動後に一般社団法人を設立
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https://ipoe-c.jp/



IPoE協議会の組織・会員について
役員・理事

理事長 石田 慶樹 日本ネットワークイネイブラー株式会社

副理事長 外山 勝保 インターネットマルチフィード株式会社

理事

島崎 隆文 BBIX株式会社

土方 次郎 株式会社朝日ネット

菊地 泰敏 アルテリア・ネットワークス株式会社

池上 聡 NTTコミュニケーションズ株式会社

鴨川 比呂志 ビッグローブ株式会社

秋山 豊 株式会社ファミリーネット・ジャパン

岡村 義信 楽天モバイル株式会社

監事 柏 聡史 株式会社朝日ネット

会員企業
株式会社朝日ネット

アルテリア・ネットワークス株式会社

インターネットマルチフィード株式会社

NECプラットフォームズ株式会社

NTTコミュニケーションズ株式会社

エヌ・ティ・ティ・スマートコネクト株式会社

エレコム株式会社

株式会社サイバーエージェント

株式会社Jストリーム

株式会社Geolocation Technology

日本ネットワークイネイブラー株式会社

ビッグローブ株式会社

BBIX株式会社

株式会社ファミリーネット・ジャパン

フリービット株式会社

株式会社ブロードバンドタワー

ヤフー株式会社

楽天モバイル株式会社

その他
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https://asahi-net.co.jp/
https://www.arteria-net.com/business/
http://www.mfeed.co.jp/transix/
https://www.necplatforms.co.jp/
https://www.ntt.com/index.html
https://www.nttsmc.com/
https://www.elecom.co.jp/
https://www.cyberagent.co.jp/
https://www.stream.co.jp/
https://www.geolocation.co.jp/
https://www.jpne.co.jp/
https://www.biglobe.co.jp/
https://www.bbix.net/
https://www.fnj.co.jp/
http://freebit.com/
https://www.bbtower.co.jp/
https://www.yahoo.co.jp/
https://corp.mobile.rakuten.co.jp/


IPv6 IPoE 10周年(+1年)
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IPoEの10周年記念イベントが開催！ 今だからこそ語れるIPoE誕生秘話
https://ascii.jp/elem/000/004/078/4078711/



内容

•IPv6の普及

•IPv4aaS
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Dual Stack時のv4/v6の比率
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ワールドカップ配信におけるv4/v6比率
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IPv6の普及に向けての課題

ハイパースケーラにおけるIPv6の利用は拡大中

•グローバルクラウド事業者や大手CDN事業者

彼らに牽引されてIPv6トラフィックは増加中

• 50%を超えて増加中

国内コンテンツのIPv6対応が不十分

•普及に向けての活動を継続中
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コンテンツ側のIPv6化のペインポイント？

IPv4で動いているので変えたくない

IPv6にする必要性が認められない

IPv6化(Dual Stack化)のノウハウがない

IPv6において地理情報が使えない
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IPv6のコンテンツ利用拡大のために

•IPv6地理情報の共有活動
• IPoE接続におけるIPv6プレフィックスに
対して都道府県情報を提供
•コンテンツ側での利用拡大に向けて
実証実験を準備中
•今後に向けて
•提供フォーマットの変更
•情報提供事業者の拡大
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内容

•IPv6の普及

•IPv4aaS
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IPv4aaS:RF9313
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IPoEとIPv4aaS

• IPoE方式ではVNE事業者によりIPv4aaSが提供され
てきた
• BBIX(2012年8月開始):MAP-E
• JPNE(2013年4月開始):MAP-E
• インターネットマルチフィード(2014年10月開始):ds-

lite
• IPoE方式におけるIPv4aaSの実現
• IPv4 over IPv6機能
•方式はMAP-Eやds-lite

• IPv4のプロビジョニング機能
•Webアクセス(IPv6)による設定情報の取得
(日本独自)
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IPv4aaS技術の分類

IPv4 over IPv6提供事業者は各社の戦略により最適な技術を採用

Translation
•DPIを利用せずにトラフィックエンジニアリングが可能。

Tunnel

センター側で
ステートフル
(センター側に
NAT機能)

•スモールスタートが
可能
•エンドユーザ毎に
ポート数は可変

センター側で
ステートレス
(CPE側にNAT機能)

•ログが不要
•セッション管理が不要
•セッションテーブルが
無いためセンター装置
は拡張性がある。

464XLAT

MAP-EDS-Lite

MAP-T
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LW4o6



https://enog.jp/archives/2640



16



IPv4 over IPv6における
IPv4アドレスの共有について

IPv4 over IPv6はIPv4アドレスを

複数利用者(通常は数十名以上)で利用する状態(IPv4アドレス共有)

このため1つのIPv4アドレスについて接続日時と利用したポート番号が

わからないと誰が利用しているか判別不可能

送信元IPv4アドレスと接続時間と送信元ポート番号※がないと発信者

情報の特定は不可能☆
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※送信元ポート番号はコンテンツプロバイダ(CP)が保管している場合にはCPから提供を受けることが可能
ポート番号は平成27年の省令改正で開示情報に含まれる

☆ポート番号以外の他の情報では代替不可能
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※送信元ポート番号はコンテンツプロバイダ(CP)が保管している場合にはCPから提供を受けることが可能
ポート番号は平成27年の省令改正で開示情報に含まれる

☆ポート番号以外の他の情報では代替不可能

このため1つのIPv4アドレスについて接続日時と利用したポート番号が
わからないと誰が利用しているか判別不可能

• 同じIPv4アドレスでもポート番号・時刻が異なると利用者／ISPが異なる

• 同じIPv4アドレスからのアクセスも同じ利用者／同じ場所からのアクセスではない

• コンテンツ側でIPv4アドレスのポート番号を記録していない
事業者は発信者情報の隠蔽に寄与している



内容

•IPv6の普及
•普及状況
•今後の取組

•IPv4aaS
• IPoEとIPv4aaS
• IPv4アドレス共有が内包する問題
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